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（葉月）AUGUST

11日・山の日

日 月 火 水 木 金 土

8月◆  8 月 の 税 務 と 労 務

8 2025（令和7年）

協調支援型特別保証制度　物価高や人手不足などの影響を受けている中小企業者向けに、今
年春からスタートした新しい保証制度。申込金融機関から、本制度による保証付き融資の実行
と原則同時に本保証付き融資額の1割以上のプロパー融資を受けることなどが要件。保証申込
日に応じて、国による信用保証料の一部補助が受けられます。

国　税／�7月分源泉所得税の納付� 8月12日

国　税／�6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）�

� 9月1日

国　税／�12月決算法人の中間申告� 9月1日

国　税／�9月、12月、3月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 9月1日

国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告� 9月1日

地方税／個人事業税第1期分の納付

� 都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

� 市区町村の条例で定める日
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8 月号─2

経
営
分
析
を
学
ぶ

経
営
分
析
を
学
ぶ

　

経
営
分
析
で
は
、
決
算
書
の
数
字

を
実
際
に
計
算
し
て
い
く
と
理
解
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
「
会

社
四
季
報
」【
図
１
】を
使
い
ま
す
。

　

さ
て
、
分
析
に
は
「
自
己
資
本
比

率
」
等
の
経
営
指
標
を
示
す
用
語
も

出
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
企
業
の
長

所
短
所
を
示
す
物
差
し
で
す
。
そ
し

て
、
自
己
資
本
比
率
が
高
い
か
ど
う

か
は
、
一
般
的
な
水
準
や
業
界
の
標

準
、
あ
る
い
は
同
業
他
社
と
比
べ
て

判
断
し
ま
す
。
従
っ
て
、
あ
る
会
社

の
現
状
を
知
る
に
は
、
先
ず
同
業
他

社
と
比
較
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
社
と
の
相
違
点
は
ど
こ
か
、
そ

の
理
由
は
何
が
考
え
ら
れ
る
か
、
相

違
す
る
理
由
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

「
多
分
、
こ
の
た
め
だ
ろ
う
」
と
仮

説
を
立
て
、そ
れ
を
確
か
め
て
い
く
、

そ
れ
が
経
営
分
析
の
中
身
で
す
。

　

で
は
、
実
際
に
２
社
、
３
期
間
の

経
営
分
析
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
を

比
較
し
、
両
社
の
違
い
に
つ
い
て
仮

説
を
立
て
て
検
討
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
説
明
を
以
下
、
５
つ

の
切
り
口
で
分
析
し
て
い
き
ま
す
。

【
図
２
参
照
】

⑴　

成
長
性
に
つ
い
て

　

会
社
の
成
長
性
と
い
う
場
合
、
一

般
に
は
売
上
高
の
成
長
を
示
し
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
前
年
か
ら
の
売

り
上
げ
成
長
を
見
る
だ
け
で
な
く
、

数
年
分
（
３
年
～
５
年
程
度
）
の
中

期
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（
以
下
、
S
社
）

の
22
年
12
月
期
は
４
８
０
０
億
円
、

23
年
は
５
２
０
０
億
円
、
24
年
は
５

３
０
０
億
円
。
22
年
～
24
年
の
成
長

性
は
約
10
％
で
す
。
一
方
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
（
以
下
、
A
社
）
は
16
％
の

成
長
で
す
。

　

数
年
の
中
期
デ
ー
タ
に
よ
り
、
そ

の
ト
レ
ン
ド
で
分
か
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

⑵　

収
益
性
に
つ
い
て

　

収
益
性
は
、
ど
れ
く
ら
い
儲
か
っ

て
い
る
か
を
示
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、

企
業
が
ど
れ
だ
け
努
力
し
成
果
に
結

び
つ
け
た
か
を
示
す
の
が
、
営
業
利

益
で
す
。
代
表
的
な
収
益
性
指
標
と

し
て
は
売
上
高
営
業
利
益
率
（
営
業

利
益
÷
売
上
高
×
１
０
０
）
が
あ
り

ま
す
。

　

S
社
は
22
年
２
・
１
％
、23
年
２
・

３
％
、24
年
２
・
０
％
。
A
社
は
８
・

６
％
→
８
・
８
％
→
９
・
２
％
で
す
。

　

A
社
と
S
社
の
差
が
か
な
り
あ

り
ま
す
が
、
A
社
の
利
益
率
が
高

い
の
で
は
な
く
、
同
じ
業
種
の
中
で

S
社
が
低
い
の
が
原
因
で
す
。

⑶　

セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
つ
い
て

　

大
企
業
は
複
数
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
各
々
の
事
業

は
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

S
社
の
酒
類
73
は
売
上
げ
に
示
す

酒
類
の
売
上
構
成
比
を
表
し
、
カ
ッ

コ
内
の
１
は
酒
類
の
営
業
利
益
率
で

す
。【
図
１　

連
結
事
業
参
照
】

　

S
社
の
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
に
よ
る

と
、
同
社
不
動
産
事
業
の
利
益
率
が

高
く
、
図
１
で
は
読
み
取
れ
ま
せ
ん

が
、
他
の
資
料
か
ら
S
社
は
全
体

の
利
益
の
50
％
近
く
が
不
動
産
の
賃

貸
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
情
報
を
見
て
い
く
と
、

社
名
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
と
実
際

の
利
益
を
稼
ぐ
事
業
が
異
な
る
場
合

も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷　

安
全
性
に
つ
い
て

　

安
全
性
の
分
析
は
一
時
的
な
赤
字

発
生
で
も
、
会
社
が
揺
ら
が
な
い
か

ど
う
か
を
見
る
経
営
指
標
で
す
。

　

代
表
的
な
指
標
に
自
己
資
本
比
率

（
自
己
資
本
÷
総
資
産
×
１
０
０
）

が
あ
り
、
自
己
資
本
比
率
は
高
い
ほ

ど
、安
全
性
が
高
い（
A
社＞

S
社
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

経
営
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
「
経
営
分
析
は
企
業
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
で
あ
る
」と
言
っ
て
い
ま
す
。

体
調
不
良
で
病
院
に
行
く
と
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
等
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を

し
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
よ
り
深
く
身

体
の
状
態
を
調
べ
、
計
画
を
立
て
、

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

経
営
分
析
も
同
じ
で
す
。
決
算
書

を
読
み
、
経
営
指
標
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
問
題
点
を
見
つ
け
、
将
来
は
ど

う
な
り
そ
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
、

そ
れ
が
経
営
分
析
の
内
容
で
す
。

やさしくわかるやさしくわかる
経営分析経営分析



3─ 8月号

⑸　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
は
、

営
業
、
投
資
、
財
務
の
３
つ
に
分
か

れ
、
各
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
C
F
）

の
プ
ラ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
（
資

金
流
入
）、
マ
イ
ナ
ス
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ウ
ト（
資
金
流
出
）を
示
し
ま
す
。

　

ま
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、毎
年
、

営
業
C
F
が
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
、
つ

ま
り
本
業
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
稼
い
で

い
る
か
ど
う
か
で
す
。
次
い
で
、
投

資
C
F
や
財
務
C
F
に
異
常
な
変

化
が
な
い
か
。
こ
れ
ら
が
プ
ラ
ス
で

も
マ
イ
ナ
ス
で
も
、
営
業
C
F
を
上

回
る
大
き
な
数
字
に
な
っ
て
い
な
い

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
原
因
は
何

か
、
を
探
り
ま
す
。
S
社
、
A
社
と

も
お
金
は
き
ち
ん
と
流
れ
て
い
ま
す
。

⑹　

そ
の
他
、
規
模
に
つ
い
て

　

通
常
、
経
営
分
析
で
は
企
業
規
模

そ
の
も
の
は
取
り
上
げ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
社
会
に
お
け
る
存
在
感
を
示

す
意
味
は
あ
り
ま
す
。

　

規
模
の
指
標
と
し
て
は
直
近
の
売

上
高
と
総
資
産
を
用
い
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
従
業
員
数
も
使
い
ま
す
。

　

売
上
は
A
社
が
S
社
の
５
・
５

倍
、
従
業
員
数
が
４
・
４
倍
で
す
か

ら
だ
い
た
い
４
～
５
倍
の
差
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【図１】会社四季報・2025年2集より抜粋
年月【資本異動】 【株式】1/31� 78,794千株

時価総額� 6,242億円
【財務】〈◇24.12〉� 百万円
総資産� 664,963
自己資本� 196,030
自己資本比率� 29.5%
資本金� 53,887
利益剰余金� 65,268
有利子負債� 205,113

【株主】
日本マスター信託口

【
連
結
事
業
】
酒
類
73
（
１
）、
食
品
飲
料
22
（
４
）、
不
動
産

５（
27
）、
他
０（
１
６
０
４
）

2501
87.11 � 公2000万株 サ

ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

【指標等】〈◇24.12〉
ROE� 4.1％　予5.6％
ROA� 1.2％　予1.7％

【業種】飲料 【キャッシュフロー】� 億円
営業CF� 361（▲454）
投資CF� ▲58（▲164）
財務CF� ▲253（▲271）
現金同等物� 241（▲172）

【業績】（百万円）　　売上高　営業利益 【本社】東京都
◇22.12 　　　478,422　　10,106 【従業員】6,402名
◇23.12 　　　518,632　　11,820
◇24.12 　　　530,783　　10,416

【図2】経営分析のまとめ
サッポロ（S社） アサヒ（A社）

⑴　成長性
　　売上高中期成長トレンド

（億円）
4,800➡5,200➡5,300

（10％）

（兆円）
2.5➡2.8➡2.9

（16％）
⑵　収益性
　　売上高営業利益率 2.1％➡2.3％➡2.0％ 8.6％➡8.8％➡9.2％

⑶　セグメント情報
　　�事業、地域ごとの売上・利
益構成比

商品（各％）
酒類73（1）、食品飲料22（4）、
不動産5（27）

地域（各％）
日本46（10）、欧州27（8）、オセ
アニア24（11）

⑷　安全性
　　自己資本比率 29.5％ 49.4％

⑸　キャッシュフロー
　　�営業、投資、財務各CFの流
れは健全か、異常な動きは？

� （億円）
営業CF� 360
投資CF� ▲60
財務CF� ▲250

� （億円）
営業CF� 4,000
投資CF� ▲1,200
財務CF� ▲2,700

⑹　その他、規模
　　売上高、従業員数

� （億円）（名）
売上� 5,300
従業員� 6,400

� （兆円）（名）
売上� 2.9
従業員� 28,200
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　直近1年以内のスキマバイト経験などか
ら推計した「スキマバイト人口」は、全国
で452万人でした（パーソル総合研究所調
査）。
　スキマバイトとは、スマホアプリなどで
働く時間や場所、給与などをマッチングし
て、長期雇用契約を結ばず、数時間や1日
単位の短時間で働くことです。
　人手不足や物価高騰等を背景に近年、ス
キマバイトは急速に拡大しています。仕事
の内容は「軽作業系」、「接客・サービス系」、
「配送・物流・運搬職」など、未経験でも
始めやすい仕事が中心です。
　同調査で、企業側にスキマバイト人材を
今後活用したいかを問うと、既に活用した
経験のある企業のうち63.0％が、活用経
験のない企業では45.0％が「活用したい」
と答えています。
　仕事内容では、特に親和性の高い小売・

サービスや運輸・倉庫業界において、人材
確保の新たな方法として定着しそうです。
　企業側はスキマバイト活用のメリットに
「繁忙期や欠員発生時だけ雇うことが出来
る」、「正社員やレギュラーバイトにスカウ
トできる」、「人材確保が容易」などを挙げ
ています。
　一方、デメリットには、「仕事を教える
のが大変」、「人物像やスキルが事前に分か
らない」、「業務が限定的になる」などが挙
げられています。
　また連合（日本労働組合総連合会）の調
査によると、スキマバイト経験者のうち
46.8％が「トラブルを経験した」と回答。
　なお、商品・サービスの品質が低下する、
情報漏洩のリスクがあるという声も上がっ
ています。
　企業側はこれらのメリットとデメリット
を認識したうえで、スキマバイトの活用を
検討する必要があるでしょう。

スキマバイトの活用

＜当事務所の業務内容＞
１．会　　計	 ⑴　会計システムのサポート（システム分析、記帳指導、TKC・JDL他 OA指導）
	 ⑵　財務・金融面の指導（資金繰り指導、金融機関の御紹介等）
２．税　　務	 税務代理、税務申告書の作成、税務相談、相続、贈与、事業承継設計
３．FP（ファイナンシャル・プランニング）業務（日本FP協会埼玉支部所属）
４．経営支援	 会社設立、各種規程（就業規則等）の作成、管理会計指導（継続MAS）
５．提 携 先　弁護士（峰岸）、司法書士（森崎）、社会保険労務士（戸田）、土地家屋調査士（片岡）、
	 不動産鑑定士（鎌倉・岸田）、不動産会社は役割に応じて多種多様あり。
・　建設会社	 積水ハウス、大和ハウス、旭化成、ミサワホーム他
・　保険会社	 大同生命、オリックス生命、日本生命、ジブラルタ生命、NN生命、朝日生命、

あいおいニッセイ同和損保

※　資格者　税理士 7名（顧問含む）、社会保険労務士 1名、行政書士 1名、宅地建物取引士 2名、
税理士科目合格者 4名、不動産コンサルタント 1名、CFP 3 名、AFP 7 名、FP技能士 6名、
生保資格者多数、損保資格者 2名、秘書資格者 2名

（
ス
タ
ッ
フ
）

第１監査班
福島統轄

①財務支援 水落大介
（AFP）

―
　
辻　　綾
（FP）

―
　
松本由紀

　
　

②　 〃 　 浜崎雄樹
（社会保険労務士）

―
　
井出さくら

　
―
　
若梅映里香

　

第２監査班
柴崎コーチ
間口MBA

①経営支援 木村隆志
（科目合格者）

―
　
北村実喜
（科目合格者）

―
　
山田直緒子
（AFP）

②　 〃 　 山　大裕
（1級FP・宅建）

―
　
元橋曉潔
（AFP）

―
　
馬場宏真

　

③　 〃 　 廣井里美
（AFP）

―
　
阪野湧飛

　
―
　
大湊康博

　

第３監査班
神田・月岡顧問

①資産税　 武士俣治
（国税審理官OB）

―
　
平野朋子
（AFP）

―
　
島田菜月
（FP）

②　 〃 　 北村実喜
（２班兼任）

―
　
石津　悟
（CFP・宅建）


